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に
放
火
と
い
う
許
し
難
い
行
為
に

よ
っ
て
焼
失
し
ま
し
た
。
再
建
を

熱
望
す
る
声
が
あ
る
中
、
こ
れ
ま

で
幾
度
と
な
く
代
わ
り
と
な
る
都

市
公
園
の
管
理
棟
建
設
費
用
が
計

上
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
完
成

の
道
筋
は
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

令
和
７
年
度
当
初
予
算
で
は
、
物

件
の
賃
貸
借
費
用
を
予
算
計
上
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
説
明

を
求
め
ま
す
。

市
長　

行
政
と
し
て
用
地
を
取

得
す
る
に
は
、
捻
出
で
き
る
金
額 

な
ど
に
も
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
も
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
ま
す
。
暫
定
的
に
賃
貸
借

で
確
保
し
、
令
和
７
年
度
中
に
は

一
定
の
め
ど
を
つ
け
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

致
を
進
め
て
い
る
実
績
が
あ
り
ま

す
。
本
市
も
こ
れ
ら
の
施
策
を
検

討
し
、
具
体
的
な
計
画
を
立
て
る

べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
市
長
の
所

見
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

本
市
は
「
さ
が
み
ロ
ボ 

ッ
ト
産
業
特
区
」
の
対
象
区
域
で

あ
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
関
連
企
業
へ
の

支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
ご

理
解
く
だ
さ
い
。

【
再
質
問
】
企
業
誘
致
実
施
に

向
け
た
調
査
や
準
備
を
進
め
る
考

え
は
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

市
長　

空
い
て
い
る
工
業
用
地

が
あ
る
状
況
で
は
な
い
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
今
後
の
都
市
計
画
の

中
で
本
市
の
未
来
像
と
い
う
と
こ

ろ
で
は
様
々
検
討
の
余
地
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

言
を
行
い
、
今
以
上
に
市
民
、
企 

業
、
団
体
な
ど
と
連
携
し
、
行
動

変
容
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
転
換

を
促
す
積
極
的
な
取
組
が
必
要
と

考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

く
ら
し
安
全
部
長　

デ
コ
活
の

ア
ク
シ
ョ
ン
一
覧
に
は
、
太
陽
光

発
電
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
取
り
入
れ
る
と
い
う
項
目
や
、

環
境
に
優
し
い
次
世
代
自
動
車
を

選
ぶ
、
ご
み
は
で
き
る
だ
け
減
ら

し
、
資
源
と
し
て
き
ち
ん
と
分
別

し
、
再
利
用
す
る
な
ど
の
項
目
が

見
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
本
市
が
推
進

し
て
き
た
脱
炭
素
化
施
策
の
取
組

の
更
な
る
推
進
や
啓
発
に
効
果
的

な
も
の
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す

の
で
、
デ
コ
活
宣
言
の
実
施
に
向

け
て
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

に
と
ど
ま
り
、
具
体
策
が
見
え
ま

せ
ん
。
市
民
の
生
活
を
守
る
た
め

に
も
、
よ
り
積
極
的
に
国
や
県
へ

働
き
か
け
、
実
効
性
の
あ
る
対
策

を
講
ず
る
べ
き
で
す
が
、
見
解
を

伺
い
ま
す
。

健
康
部
長　

確
か
に
財
政
基
盤

が
脆
弱
で
、
国
の
支
援
が
十
分
で

な
い
た
め
、
地
方
自
治
体
と
被
保

険
者
に
過
度
な
負
担
が
か
か
っ
て

い
る
と
認
識
し
て
お
り
、
国
や
県

へ
財
政
基
盤
の
拡
充
強
化
を
引
き

続
き
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、日
々

の
業
務
を
着
実
に
行
う
こ
と
が
必

要
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
課
題
解

決
に
は
よ
り
多
く
の
声
を
伝
え
る

こ
と
が
有
効
で
あ
り
、
全
国
市
長

会
や
全
国
知
事
会
を
通
じ
て
、
引

き
続
き
要
望
を
し
て
い
き
ま
す
。

く
ら
し
安
全
部
長　

防
災
倉
庫

内
に
あ
る
既
存
備
品
や
、
新
た
に

調
達
す
る
備
品
を
あ
ら
か
じ
め
シ

ス
テ
ム
登
録
す
る
こ
と
で
、
調
達 

日
、
数
量
、
保
存
期
限
、
保
管
場 

所
、
処
分
、
出
納
状
況
等
が
一
元

管
理
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
備
品
に
は
シ

ス
テ
ム
と
連
携
し
た
二
次
元
コ
ー

ド
を
貼
り
付
け
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
の
端
末
で
二
次
元
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
こ
と
で
、
容
易
に
出
納

登
録
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
当
該
シ
ス
テ
ム
の
操
作
を
直

感
的
か
つ
簡
易
な
仕
様
と
し
、
平

時
は
も
と
よ
り
発
災
時
の
混
乱
し

た
状
況
で
も
、
防
災
倉
庫
内
の
備

品
を
よ
り
適
正
に
管
理
で
き
る
も

の
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

数
十
年
前
ま
で
一
面
桑
畑
で
住

民
が
い
な
か
っ
た
相
模
が
丘
地
域

に
は
、
神
社
・
仏
閣
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
現
在
で
は
２
万
数
千
人
が

住
ま
う
、
市
内
で
最
も
人
口
規
模

の
多
い
住
区
で
す
。
地
域
住
民
に

と
っ
て
の
神
社
・
仏
閣
に
代
わ
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
、
絆

の
象
徴
の
よ
う
な
施
設
と
し
て
、

畑
地
か
ん
が
い
用
水
の
跡
地
に
建

設
さ
れ
た
緑
道
が
現
在
の
「
さ
く

ら
百
華
の
道
」
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
さ
く
ら
百
華
の
道
が
本
市
か
ら

委
託
を
受
け
て
維
持
管
理
を
行
う

拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
旧
さ
く
ら

保
存
会
、
現
在
の
新
生
さ
く
ら
道

の
会
が
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
活
動
の

拠
点
と
し
て
い
た
「
さ
く
ら
亭
」

と
呼
ば
れ
る
施
設
は
、
令
和
３
年

企
業
誘
致
は
、
地
域
経
済
の
活

性
化
や
雇
用
創
出
、
税
収
増
加
に

貢
献
す
る
重
要
な
施
策
で
す
。
本

市
と
し
て
企
業
誘
致
を
進
め
る
た

め
の
具
体
的
な
実
施
計
画
が
あ
る

の
か
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
他
市
で

は
特
区
制
度
や
支
援
策
を
活
用
し

て
企
業
誘
致
を
加
速
さ
せ
て
い
る

事
例
が
あ
り
ま
す
が
、
本
市
に
お

い
て
も
同
様
の
施
策
を
導
入
す
る

こ
と
が
可
能
か
見
解
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

本
市
で
は
、
産
業
用
地

の
確
保
が
課
題
で
あ
り
、
現
時
点 

で
具
体
的
な
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
施
策
導
入
の
可
能
性
に
つ

い
て
は
、
現
時
点
で
申
し
上
げ
ら

れ
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
再
質
問
】　

他
市
で
は
特
区 

制
度
や
支
援
策
を
使
っ
て
企
業
誘

令
和
６
年
の
夏
は
、
最
高
気
温

35
度
を
超
え
る
猛
暑
日
が
22
日
と
、

観
測
史
上
最
多
を
更
新
し
ま
し
た
。

健
康
、
命
を
守
る
た
め
に
は
、
地

球
温
暖
化
の
歯
止
め
と
な
る
Ｃ
Ｏ

２
等
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
が

必
要
で
す
。
環
境
省
が
協
力
を
呼

び
か
け
る
脱
炭
素
化
活
動
「
デ
コ

活
」
は
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
及
び
２
０
３
０
年

削
減
目
標
の
実
現
に
向
け
て
、
国

民
の
行
動
変
容
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
転
換
を
強
力
に
後
押
し
す
る

た
め
の
国
民
運
動
の
愛
称
で
す
。

９
割
の
方
が
脱
炭
素
と
い
う
用
語

を
認
知
し
て
い
る
一
方
、
何
を
し

た
ら
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
状
況

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
な
る
啓
発
運

動
と
し
て
、
本
市
で
も
デ
コ
活
宣

国
民
健
康
保
険
税
の
上
限
が 

４
年
連
続
で
引
き
上
げ
ら
れ
、
令

和
７
年
に
は
１
０
９
万
円
に
達
し

ま
す
。
政
府
は
、
高
所
得
者
の
負

担
増
で
、
中
間
所
得
層
の
負
担
を

軽
減
で
き
る
と
説
明
し
て
い
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
物
価
高
騰

が
市
民
生
活
を
圧
迫
す
る
中
、
国

民
健
康
保
険
税
の
負
担
増
も
深
刻

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
民

健
康
保
険
制
度
は
財
政
基
盤
が
脆

弱
で
あ
り
国
の
支
援
が
不
十
分
な

た
め
、
地
方
自
治
体
と
被
保
険
者

に
過
度
な
負
担
が
か
か
っ
て
お
り
、

制
度
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要

で
す
。
本
市
は
市
民
の
負
担
軽
減

に
向
け
た
主
体
的
な
対
応
が
求
め

ら
れ
る
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
の
方

針
は
国
や
県
の
動
向
を
注
視
す
る

第
五
次
座
間
市
総
合
計
画
実
施 

計
画
書
の
施
策
29
、
デ
ジ
タ
ル 

化
推
進
に
関
連
し
て
座
間
市
Ｄ
Ｘ

推
進
計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

戦
略
５
、
危
機
に
備
え
る
「
座
間

デ
ジ
タ
ル
防
災
」
で
、「
倉
庫
に 

あ
る
備
品
の
情
報
を
、
デ
ー
タ
に

よ
っ
て
綿
密
に
把
握
す
る
こ
と
で
、

発
災
時
に
迅
速
か
つ
的
確
に
物
資

の
提
供
が
で
き
る
よ
う
、
整
備
し

ま
す
。」
と
あ
り
ま
す
が
具
体
的 

な
取
組
は
。

総
合
政
策
部
長　

倉
庫
備
品
の

デ
ー
タ
管
理
を
行
う
こ
と
で
、
災

害
等
発
生
時
に
迅
速
な
対
応
が
可

能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
有
効
な
手

法
を
検
討
中
で
す
。

【
再
質
問
】　

検
討
中
の
具
体 

的
な
内
容
は
。

旧
さ
く
ら
亭
に
代
わ
る
「
さ
く
ら
百
華
の
道
」

維
持
管
理
施
設
の
設
置
を
問
う

荻
原　

健
司 

議
員
《
新
政
い
さ
ま
》

企
業
誘
致
の
加
速
に
向
け
た

本
市
の
課
題
と
展
望

京
免　

康
彦 

議
員
《
新
政
い
さ
ま
》

防
災
倉
庫
内
の
備
品
に
つ
い
て

適
正
管
理
へ
シ
ス
テ
ム
化
を
検
討

竹
田　

陽
介 

議
員
《
自
由
民
主
党
座
間
市
議
団
》

「
デ
コ
活
」
で
本
市
の
地
球
温
暖
化
対
策
の

更
な
る
取
組
を
求
め
る

伊
藤　

多
華 

議
員
《
座
間
市
公
明
党
》

国
民
健
康
保
険
税
の
引
上
げ
に
対
す
る

市
の
具
体
的
な
対
応
を
求
め
る

加
藤　

学 

議
員
《
座
間
市
公
明
党
》

　傍聴される方に、審議している内容等をご確

認いただけるように議案書の貸し出しを行って

います。

　数に限りがありますが、希望される方は、 

傍聴受付時に係員にお申し付けください。
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ます。
　本会議の傍聴は、市役所７階の議場入口正面で受け付けしています
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30日（金）

6月6日（金）

9日（月）

10日（火）

12日（木）

13日（金）

16日（月）

18日（水）

23日（月）

26日（木）

議会運営委員会

本会議（開会・提案説明・総括質疑）

予算決算常任委員会（本会議終了後）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

予算決算常任委員会企画総務分科会・企画総務常任委員会

予算決算常任委員会民生教育分科会・民生教育常任委員会

予算決算常任委員会都市環境分科会・都市環境常任委員会

予算決算常任委員会

基地政策特別委員会（予算決算常任委員会終了後）

議会運営委員会

本会議（討論・採決・閉会）


